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要旨 

 地質標本館におけるアウトリーチ活動の PDCAサイクルの構築（特に CA）を進めるため、

2024 年度に地質標本館で実施した特別展・企画展、及び常設展示等に関する、来館者から

回収した無記名アンケートの分析を行った。この分析は毎年度ごとに実施しているもので、

アンケート分析を通して、地質標本館に対するユーザーのニーズを把握するとともに、地質

標本館の運営方針策定の基礎資料としている。

 2024 年度に回答しやすくするため、分析項目の見直しを行ったが、2016年度途中から始

まった項目を概ね継続している。すなわち、来館者自身に関わる情報（年齢）、館内展示に

関する情報（展示内容、展示設備など）、来館のきっかけ、解説サービスに関する情報（見

学案内、二次元コードなど）、及び全体的な感想などからなる。 

これらのアンケート結果は、引き続き地質調査総合センター（以下、GSJ）のアウトリー

チ拠点としての地質標本館の運営・施設改修へつなげるための一次データとして重要であ

る。
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1. はじめに 

本報告は、地質標本館の来館者にご協力いただいたアンケートについて、2024 年度分を

取りまとめたものであり、基本的には前回までの報告（地質情報基盤センター, 2016a, b, 

2017, 2018, 2019, 2020, 2023, 2024）に沿ってデータ集としてまとめている。技術資料集で

の取りまとめの目的は、前報告書に記したとおり、地質標本館における運営の PDCAサイク

ルの実施（特にCA部分；評価と改善）である。 

アンケートはWeb 方式（Microsoft365 Forms）で行っている（2020年 9 月に紙から Web

方式に変更）。これまでも指摘しているように、回収されたアンケートに書かれたコメント

は全来館者の意見を網羅しているわけではない。しかしながら、アンケートに記されている

コメントは、ユーザーのニーズを知るための貴重な一次情報であると認識した上で本報告

をまとめた。これまでの報告を含めて、今後、「地質標本館のニーズ分析」、「展示企画立案」、

「地質標本館グッズ開発」等へ活用し、そしてアウトリーチ活動に関わる GSJ の各研究部

門の研究者にフィードバックすることで、一般向けの展示物作製やその他の研究成果普及

活動の後押しとなることを期待する。 

 

2. アンケートの取りまとめ 

取りまとめの方針は、当該期間におけるアンケートの項目（第 1 表）の集計及び来館時の

受付で記入いただいた項目（第 2 表）を使用することで、「一般の人から地質標本館に求め

られているもの（ニーズ）」、「展示改修・展示企画立案」、「地質標本館グッズ開発」等に関

する情報を抜き出し整理した。それらを図示し、前報告書と構成も含めて視覚的に対比でき

るようにした。 

なお、当該期間における地質標本館では、特別展・企画展（第 3 表）が開催されている

が、開催期間中のアンケートも同じ項目としている。 
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第 1 表 アンケートの内容 

1. 地質標本館はいかがでしたか。 

①満足 ②やや満足 ③やや不満足 ④不満足  

2. 年齢 

①18 歳以下 ②19～29 歳 ③30～49 歳 ④50～64歳 ⑤65 歳以上 

3. 今回のご来館のきっかけとなったものをお選びください。（複数選択可） 

①地質標本館ウェブページ ②地質標本館以外のウェブページ ③産総研ＳＮＳ  

④その他のＳＮＳ ⑤ポスター ⑥その他 

4. その他を選択した方は、きっかけとなったものをお知らせください。 

5. ご興味を持った展示テーマをお選びください。（複数選択可） 

①岩石 ②鉱物 ③化石 ④地震 ⑤火山 ⑥資源  

⑦地熱・地中熱 ⑧海洋地質 ⑨地質図 ⑩その他 

6. 特に興味を持たれた展示テーマがあればお知らせください。 

7. 展示の仕方や表示方法（パネル、ラベル等の説明）はわかりやすかったですか。 

①満足 ②やや満足 ③やや不満足 ④不満足 

8. 展示の仕方、表示方法について感想等をご自由にお書きください。 

9. 受付の対応はいかがでしたか。 

①満足 ②やや満足 ③やや不満足 ④不満足 

10. 展示室、トイレ、洗面所及び通路の清掃は行き届いていましたか。 

①満足 ②やや満足 ③やや不満足 ④不満足 

11. 説明員の解説はいかがでしたか。 

①満足 ②やや満足 ③やや不満足 ④不満足 

12. 二次元コード解説はいかがでしたか。 

①満足 ②やや満足 ③やや不満足 ④不満足 ⑤利用していない 

13. 説明員や二次元コードの解説について感想等をご自由にお書きください。 

14. 当館へのご希望、ご意見をご自由にお書きください。 

（例）常設展示、特別展・企画展、ミュージアムグッズ、館内イベント、ご要望など 
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第 2 表 受付時記入項目 

人数 地域別 区分（職種） 来館回数 

 

第 3 表 2024 年度特別展・企画展 

展示時期 タイトル 
4 月 23 日～9月 1 日 地質標本館 特別展 

「プレートテクトニクスがつくる なぞの温泉『深部流体』」 
9 月 3 日～11月 24 日 地質標本館 企画展 

「火山列島に生きる」 
2025年 1 月 7 日～4月 20 日 地質標本館 企画展 

「テフラ 2 —空から降った地下からの手紙—」 
1 月 15 日～3月 2 日 地質標本館 企画展 

「祝認定！ ヘリテージストーン 天然石材遺産 —筑波山塊の

花崗岩—」 
3 月 4 日～4月 20 日 地質標本館 特別展 

「GSJのピカイチ研究 —2024 年のプレスリリース等で発信し

た成果より—」 
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3. アンケート内容の分析結果と個別対応案 

期間内のアンケート回収数の総計は 3,189 件である。2024 年度の来館者数が 54,720 人

（過去最高）で、約 5.8%の回収率になる。アンケートを Web方式に変更し、設問内容の見

直しを行ったこともあり、回収率はわずかに上がってきている（2023 年度の回収率約 5.5％）。

なお、この間の団体来館者は 10,603人で全来館者数の約 19.4 %を占めている。団体客や学

校単位での来館においては、来館者の見学時間を確保するために、引率者のみにアンケート

に回答するようお願いしている。 

以下、アンケート内容（第 1 表）の順に沿って、各項目の集計結果を見ていく。 

 

3. 1 全般的な満足度 

最初に、来館者が館内で感じたことについて見てみる。まずは館内での見学全般を通して

どう感じていただいたかという質問である。回答を見ると、大半が「満足」とあり、「やや

満足」を含めると回答を記入していただいた方の 100 ％が満足という結果となった（第 1

図）。昨年より満足の割合が 2％上昇しており、今の地質標本館に満足と感じていただけた

ようである。ただ、小数点以下を四捨五入しているため割合としては 0％であるが、「やや

不満足」、「不満足」と回答された方が僅かながらいることは、今後の取組でも大事な意見と

したい。 

 

第 1図 満足度（館全般） 
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3. 2 回答者の年齢層 

回答者の概要を考える参考として年齢層を見てみる。 

回答者の年齢（第２図）の傾向を見ると、これまでと同様に 30～40 歳代が一番多く、18 

歳以下が２番目に多かった。18 歳以下が前年度（24％）から 28％と大きく伸びているが、 

50 歳以上の回答率も前年度（21％）から 23％と伸びていることから、年齢に関係なく Web

方式が受入れられていると思われる。 

 

 

第 2図 年齢層 
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3. 3 来館のきっかけ 

特別展やイベントの案内は地質標本館のウェブページや産総研の公式 X（旧 Twitter）、地

質標本館の公式 X（運用開始：2024 年 6 月）や、ポスターの配布（つくば市内の学校関係

や博物館等）などで行っている。2024 年度は館内イベントの回数を増やし、つくば市内な

どで開催されるイベントへの参加も再開し、地質標本館の PR をおこなった。ただ、来館の

きっかけ（第３図）からは、「その他」が一番多く、次に地質標本館のウェブページが多い。

地質標本館のウェブページが利用されている結果ではあるが、「産総研 SNS」や「その他の

SNS」の割合も年々増加傾向（2023 年度以前は 4％）にあり、インターネット関連が５割を

超えて伝達手段として主流となってきていることがわかる。従来型の「ホス゚ター」の割合に、

変化は見られないが、関心かな゙い人々の目に触れる可能性があると考える。「その他」の割

合か依゙然として大きいのは、学生が学校の行事で来館した場合や、近くに来たので立ち寄っ

たという方もかなり多いと考える。 

 

 

第 3図 来館のきっかけ 
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3. 4 興味を持った展示テーマ 

ここでは、興味を持った展示テーマを、その他を含めて 10 のキーワードでの選択式とし

て、複数回答可とした。（昨年度から、8→10 のキーワードに変更）集計結果を第４図に示

す。その他として回答のあったものに、記入式で具体的な展示物などを書いていただいた。

例年は「鉱物」「化石」が人気で、「岩石」を含めて約５割を超えていたが、今年度は５割を

割り込み、それ以外のテーマや特別展・企画展にも興味を持っていただけた。また、３Dプ

ロジェクションマッピング解説によって、「地質図」にも興味を持ってもらえたようである。 

 

 

第 4図 興味を持った展示テーマ 
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3. 5 展示物について（展示の仕方、表示方法） 

展示の仕方、表示方法について、①満足、②やや満足、③やや不満足、④不満足の 4段階

で回答をしていただいた。集計結果は第５図にあるように 99％が「満足」、「やや満足」と

の回答をいただいた。「やや不満足」と回答された中では、展示物への改善を求めるものもあり、

改修の検討が必要と考える。 

 

 

第 5図 展示物について（展示の仕方、表示方法） 
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3. 6 解説案内 ・二次元コード解説 

地質標本館として提供している解説案内・二次元コード解説については、①満足、②やや

満足、③やや不満足、④不満足、⑤利用していないの 5 段階で回答をすることになってい

る。集計結果（利用していない、記入なしを除く）のうち解説案内を第６図に、二次元コー

ド解説を第７図に示す。地質標本館として提供している解説サービスには、(1)スタッフに

よる予約団体への説明解説、スタッフや館長による解説、(2)スマートフォンやタブレット

利用による二次元コード解説システムがある。回答総数 3,189 件のうち、解説サービス利用

は、解説案内 2,171 件、二次元コード解説 1,603件となっている。館内に公衆 Wi-Fi が導入

されたことで環境が改善され、二次元コード解説システムによる日英の文字及び音声解説

もあり、利用者からは良い感触を得ているが、「知らなかった」や「気が付かなかった」等

のコメントも多く見られることから、二次元コード解説を利用してもらうための改善が必

要と考える。 

 

 

第 6図 解説案内 
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第 7図 二次元コード解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



11 
 

3. 7 ご意見、ご要望 

最後に自由記述で、全体のご意見、ご要望をうかがうこととしている。 

これまで、自由意見として寄せられた内容を、2015 年度までの報告書（地質情報基盤セ

ンター, 2016a）に従って以下の 13 のキーワードに整理してきており、今回もそれに沿って

整理した（第８図）。一番多いコメントは、要望ではなく「良かった」という内容の意見・

感謝等であった（52 ％：コメント有 1,022 件中 528 件）。特に館長が解説する「日本列島大

型３Dプロジェクションマッピング」についてコメントが多く、好意的なコメント増につな

がっている。意見・要望で１番目に多いコメントは、例年同様「ミュージアムショップ」で

あった。昨年度の 17％から 9％と大きく減ってきたのは、新たなグッズを増やしたことや、

品切れをなくしたことが良かったと思われる。２番目に多いコメントは、「わかりやすい解

説・子供向け解説」についてで、小さい子供に向けた展示を望むものや、専門的な用語や説

明が難しい、漢字にフリガナを付けて欲しい等の声が多かった。３番目に多いコメントは、

「解説内容の充実・修正」についてで、展示パネルや展示ラベル等の文字が小さくて読みに

くい等の声が多かった。残りのコメントについてもそれぞれのキーワードと、その中で整理

された意見について主だった事例を第４表に示す。 

◆１３のキーワード 

①展示物の更新・入れ替え 

②解説内容の充実・修正 

③わかりやすい解説・子供向け解説 

④質問対応・解説案内者の充実 

⑤展示設備の修理・改善 

⑥体験型展示 

⑦動線の改善 

⑧館内の環境改善 

⑨PR強化 

⑩ミュージアムショップ 

⑪他機関との連携 

⑫その他 

⑬良かった、感謝等 
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第 8図 今後の展示内容の改善要望 
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第 4表 自由意見の中の改善要望 
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4. 来館者動向と今後の対応 

地質標本館受付では、継続的に来館者の統計を取っている。2024 年度のデータを第 9～ 

13 図に示す。 

2024 年度はイベント等もコロナの影響前と同等に行うことが出来た。夏休みに開催した

イベントも盛況で、来館者数も５.4 万人を越え過去最高となった。入館者団体・個人比較

（2023・2024）（第 9 図）を見ると、個人の来館者が大きく伸び、逆に団体の来館者が減少

している。職種別来館者を団体と個人で昨年度と比較して見ると（第 10 図）、団体では高校

生と大学生以外が前年度割れとなっており、小学生と中学生の学校行事での利用が減って

いることが考えられる。個人では親と行動をしなくなる中学生・高校生が少なく、これは交

通の利便性が悪い立地の影響が大きいためと考える。入館者数総計推移（職種別）（第 11図）

を見ると、来館者数が過去最高となったが、東日本大震災以降に比べると、小学生の入館者

が戻っていないことが分かる。 

入館者数総計推移（地域別）（第 12 図）を見ると、市内以外は順調に伸びてきて、コロナ

前の水準を越えてきている。市内だけが減少しているので、今後何らかの対策が必要と考え

る。 

来館回数（第 13 図）については 2～5回が約 18％、それ以上の約 5％と合わせて約 23％

（人数にして約１.3 万人）と前年度から増加して、多くの方に複数回足を運んでいただいて

いる。この結果は喜ばしいことであるが、同時に今後リピーターに向けた展示内容の更新も

検討する必要がある。 

 

 

第 9図 入館者団体・個人比較（2023・2024） 
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第 10図 2023・2024比較 職種別来館者（団体・個人）   

 

 

第 11 図 入館者数総計推移（職種別） 
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第 12 図 入館者数総計推移（地域別） 

 

 

第 13図 来館回数  
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5. おわりに 

本報告では 2024年度のアンケートを基に地質標本館の現状を分析した。 

今後も地質標本館で実施するアンケート内容は、社会ニーズの把握と地質標本館の運営

に対する満足度を計る指針とすることを念頭に置き、引き続き地質情報基盤センター地質

標本館室運営グループにより継続的かつ定期的に報告する。これら来館者からの直接的な

意見は、地質標本館の運営に反映していく予定である。 
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